
■ ■ このレポートで紹介する事例一覧

国内企業へのエンゲージメント（株式）

国内企業へのエンゲージメント（債券）

海外企業へのエンゲージメント

・卸売業A社　P.32
・食料品B社　P.33
・不動産業C社　P.34
・製造業D社　P.35

・電力E社　P.36

・資源F社　P.38

●社会課題の解決
●中長期的な財政安定・企業価値向上
●「リターン=事業機会の拡大」重視

●ESG専門部署の設置
●経験豊富な専任ESGアナリスト・
　リサーチアナリスト・
　ファンドマネジャーの連携

●適切なESG課題設定、
　きめ細かなマイルストーン管理
●充実したエンゲージメント資料
●インベストメントチェーンとの有機的連携

エンゲージメントの
基本姿勢

企業価値
向上

エンゲージメント
手法

組織・体制

社内連携による
最適なフォーメーション

・官公庁  ・外部イニシアティブ  ・大学研究者
外部との協働積極的連携

エンゲージメント
（建設的な目的を持った対話）

国内外の情報を
タイムリーに入手

国内外の情報を
タイムリーに入手

・ESGアナリスト
・議決権行使担当者

スチュワードシップ
推進グループ

・株式アナリスト
・クレジットアナリスト
・ファンドマネジャー

最適なフォーメーションでの対話を実現■ 企業価値向上に向けたエンゲージメント

投資先企業

外部機関

　当社は、中長期的な企業価値の向上、持続可能な社会
と経済、及びウェルビーイングの実現のため、投資先企業
へのエンゲージメントが重要であると考えます。投資先
企業へのエンゲージメントにあたっては、3つのフォーカ
スエリアを含む社会課題の解決を通じた企業価値創造
と、リスク面だけではなく「リターン=事業機会の拡大」
という観点を重視しています。その基本的な観点はイン
ハウスで運用する資産については共通です。
　また、エンゲージメントにあたっては、実効的であるこ
と、すなわち企業の事業活動へ実際に変化をもたらすこ
とを重視します。課題に応じて、当該企業のみならず、業

界団体や官公庁等の関連したステークホルダーとの対話
や、必要に応じて他の投資家と連携することにより、エン
ゲージメントの実効性を高めます。また、ESG課題につい
ての対話の内容や進捗は、議決権行使に反映することで、
実態に即した効果的な企業への働きかけを行います。
　実際のエンゲージメントは、株式や債券等の資産、また
パッシブやアクティブという戦略、国内または海外という
地域によって異なる点もありますので、詳しくは事例をご
参照下さい（右下事例一覧参照）。
　なお、エンゲージメントは、基本的には、株式パッシブ
戦略ではスチュワードシップ推進グループのESGアナリ

スト、株式アクティブ戦略では株式運用グループのセク
ターアナリスト及びファンドマネジャー、債券はクレジット
アナリスト及びファンドマネジャーがそれぞれ主体となっ
て行っておりますが、投資先企業が抱える課題に応じて
適切に連携して最適なフォーメーションで対応していま
す。海外企業に対しては、対象国や企業数が多いことか
ら、ロンドン拠点のESGスペシャリストや海外拠点及び
日本のアナリスト、ファンドマネジャーが協働しつつ、社
外のリソース（EOS at Federated Hermes, P.37ご参
照）も用いながら効率的かつ効果的なエンゲージメント
を行っております。

アセットマネジメントOneのエンゲージメント（基本的な考え方）

運用部門
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